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託
生
産
の
世
界
シ
ェ
ア
は
五
五
％
を
超
え
て
い
る
。

　

し
か
し
近
年
明
ら
か
に
な
っ
た
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
最
大
の
弱
点
は
、
水
不
足
で
半
導
体
の
増
産
が
出
来

な
い
状
態
に
突
入
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

　

で
は
、
な
ぜ
水
不
足
が
起
こ
っ
た
の
か
。
二
〇
一
五
年
の
渇
水
時
に
も
大
き
な
問
題
に
な
っ
た

が
、
特
に
昨
年
は
台
湾
に
上
陸
し
た
台
風
が
一
個
も
な
く
、
台
湾
全
土
で
水
不
足
が
深
刻
化
、
特

に
台
湾
南
部
で
半
導
体
工
場
が
集
中
し
て
い
る
新
竹
、
桃
園
地
区
へ
の
水
源
、
宝
山
代
二
ダ
ム
や

石
門
ダ
ム
の
保
有
水
量
は
一
五
％
を
切
り
つ
つ
あ
る
。
ま
さ
に
「
水
無
く
し
て
、
半
導
体
な
し
」

の
状
態
に
直
面
し
て
い
る
。

一
．
台
湾
の
水
事
情

　

平
均
年
間
降
雨
量
は
お
よ
そ
二
五
一
〇
ミ
リ
（
世
界
平
均
の
二
・
五
倍
）
で
あ
る
が
地
域
に
よ

り
大
き
な
差
が
あ
る
。
台
湾
は
台
風
の
常
襲
地
で
あ
り
、
毎
年
大
き
な
台
風
に
襲
わ
れ
、
洪
水
、

土
砂
崩
れ
、
用
水
路
の
破
壊
、
家
屋
の
損
壊
被
害
も
多
い
。
し
か
し
台
湾
の
水
資
源
の
八
割
は
、

こ
の
台
風
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
雨
に
支
え
ら
れ
て
い
る
。

　

特
に
昨
年
は
、
台
風
が
一
個
も
上
陸
し
な
か
っ
た
た
め
に
、
全
土
で
水
不
足
が
顕
著
に
な
っ
て

い
る
。

・
台
湾
政
府
の
対
策

　

経
済
部
水
利
署
は
、
六
月
ま
で
少
雨
が
続
く
と
の
予
測
を
受
け
、
三
月
二
十
五
日
よ
り
新
竹
・

　

世
界
中
で
半
導
体
不
足
が
深
刻
化
し
て
い
る
。
発
端
は
米
国
政
府
に
よ
る
中
国
企
業
へ
の
制
裁
、

さ
ら
に
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
の
拡
大
で
世
界
パ
ソ
コ
ン
市
場
の
過
熱
、
ま
た
自
動

車
用
や
大
電
力
用
の
パ
ワ
ー
半
導
体
不
足
な
ど
、
こ
の
急
激
な
世
界
需
要
に
対
応
で
き
る
生
産
増

強
は
二
〇
二
一
年
の
後
半
か
、
来
年
春
に
な
る
と
の
業
界
筋
の
見
方
が
出
て
い
る
。
し
か
し
、
世

界
デ
ジ
タ
ル
化
の
波
は
一
秒
た
り
と
も
休
む
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
の
よ
う
な
背
景
下
で
世
界
最

大
手
の
「
台
湾
積
体
電
路
製
造
（
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
）」
に
世
界
中
か
ら
半
導
体
の
注
文
が
殺
到
し
て
い

る
。

　

Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
は
、
ど
ん
な
尺
度
で
比
較
し
て
も
競
合
他
社
を
し
の
ぐ
驚
異
的
な
企
業
で
あ
る
。

　

Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
の
生
産
す
る
半
導
体
は
、iPhone

（
ア
イ
フ
ォ
ー
ン
）
か
ら
、
冷
蔵
庫
な
ど
の
家
電

向
け
、
自
動
車
向
け
な
ど
、
数
多
く
の
産
業
セ
ク
タ
ー
で
欠
か
せ
な
い
製
品
と
な
っ
て
お
り
、
受
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こ
れ
以
上
節
水
が
出
来
な
い
状
態
で
あ
る
。
で
は
、
水
の
再
生
利
用
は
ど
う
な
の
か
？

　

こ
れ
ま
た
、
用
水
の
リ
サ
イ
ク
ル
率
は
世
界
最
高
に
近
い
八
七
％
で
、
こ
れ
を
九
〇
％
に
上
げ

る
の
は
至
難
の
業
で
あ
る
。
最
後
の
手
段
は
給
水
車
に
よ
る
南
部
か
ら
工
業
団
地
ま
で
の
水
運
搬

で
あ
る
。
し
か
し
水
の
運
搬
は
、
重
さ
と
の
戦
い
で
あ
る
。
水
資
源
が
ま
だ
有
る
台
湾
北
部
か
ら

南
部
ま
で
運
ぶ
た
め
に
は
、
相
当
な
経
費
が
か
か
る
だ
ろ
う
。

　

ま
た
同
工
業
団
地
に
は
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
の
他
、
世
界
的
に
有
名
な
Ｕ
Ｍ
Ｃ
、
や
バ
ン
ガ
ー
ド
、
パ
ワ

ー
チ
ッ
プ
な
ど
の
フ
ァ
ン
ダ
リ
ー
や
液
晶
パ
ネ
ル
メ
ー
カ
ー
が
ひ
し
め
い
て
い
る
の
で
給
水
車
の

奪
い
合
い
に
な
る
こ
と
は
必
至
で
あ
る
。

　

こ
の
ま
ま
台
湾
の
水
不
足
が
続
け
ば
、
将
来
の
半
導
体
に
は
、
大
幅
な
水
代
金
が
上
乗
せ
さ
れ

る
可
能
性
が
あ
る
だ
ろ
う
。

二
．
台
湾
積
体
電
路
製
造
（
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
）
の
現
状

　

Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
は
米
国
の
テ
キ
サ
ス
・
イ
ン
ス
ツ
ル
メ
ン
ツ
（
Ｔ
Ｉ
）
の
上
級
副
社
長
、
張
忠
謀

（
モ
リ
ス
・
チ
ャ
ン
）
が
台
湾
で
創
業
し
、
Ｔ
Ｉ
時
代
の
豊
富
な
人
脈
を
駆
使
し
、
製
造
ラ
イ
ン

を
持
た
な
い
企
業
（
フ
ァ
ブ
レ
ス
企
業
）
か
ら
、
積
極
的
に
半
導
体
の
受
託
生
産
を
引
き
受
け
、

今
や
世
界
最
大
の
半
導
体
製
造
フ
ァ
ウ
ン
ダ
リ
ー
と
な
っ
て
い
る
。
主
要
顧
客
は
、
ア
ッ
プ
ル
、

ク
ワ
ル
コ
ム
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
、
Ｎ
Ｖ
Ｄ
Ｉ
Ａ
、
フ
ァ
ー
ウ
ェ
イ
な
ど
世
界
数
百
社
に
上
る
。

・
二
〇
二
〇
年
の
売
上
高
１
兆
３
４
０
０
億
台
湾
ド
ル
（
約
五
兆
二
千
億
円
）
で
前
年
比
二
五
・

苗
栗
・
台
中
地
区
の
工
業
用
水
の
大
口
使
用
者
に
対
す
る
給
水
制
限
を
従
来
の
七
％
か
ら
一
一
％

に
引
き
上
げ
、
ま
た
桃
園
か
ら
新
竹
へ
の
予
備
水
道
管
の
敷
設
や
、
新
竹
の
漁
港
に
海
水
淡
水
化

装
置
を
緊
急
配
備
し
て
い
る
。

・
半
導
体
工
場
の
対
策

　

半
導
体
製
造
業
は
「
大
量
の
水
と
高
純
度
の
水
が
あ
っ
て
成
り
立
つ
産
業
」
で
あ
り
、
高
集
積

化
に
対
応
す
る
超
純
水
や
ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
の
空
調
用
水
、
高
純
度
薬
品
の
た
め
の
温
調
純
水
、

半
導
体
製
造
装
置
の
リ
ン
ス
用
水
な
ど
、
半
導
体
一
工
場
で
、
一
日
あ
た
り
最
低
で
も
二
十
万
ト

ン
（
水
道
水
な
ら
約
六
十
七
万
人
へ
の
給
水
規
模
）
の
水
資
源
が
必
要
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

同
地
区
に
工
場
を
構
え
る
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
や
群
創
光
電
（
イ
ノ
ラ
ッ
ク
ス
）
や
友
達
光
電
（
Ａ
Ｕ

Ｏ
）
は
既
に
対
策
（
給
水
車
の
増
員
、
大
手
給
水
車
業
者
と
契
約
、
水
リ
サ
イ
ク
ル
装
置
の
拡
充

な
ど
）
を
と
っ
て
お
り
、
今
の
所
、
生
産
に
は
影
響
が
出
な
い
と
説
明
し
て
い
る
が
、
長
期
に
わ

た
る
水
不
足
や
、
さ
ら
に
厳
し
く
な
る
工
業
用
水
の
給
水
制
限
下
で
も
工
場
運
営
を
継
続
で
き
る

対
策
を
準
備
中
と
も
述
べ
て
い
る
。

　

同
社
が
二
〇
一
五
年
の
水
不
足
の
際
に
試
算
し
た
経
済
損
失
は
、
隔
日
断
水
で
十
億
台
湾
元

（
約
三
十
八
億
六
千
万
円
）
が
失
わ
れ
る
。
ま
た
製
造
に
使
わ
れ
る
水
量
も
世
界
で
最
小
、
例
え

ば
ウ
ェ
ー
ハ
一
平
方
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
当
た
り
の
使
用
水
量
は
五
・
六
六
リ
ッ
ト
ル
で
、
米
国

（
一
五
・
〇
七
リ
ッ
ト
ル
）
の
約
三
分
の
一
、
日
本
（
一
〇
・
五
リ
ッ
ト
ル
）
の
約
二
分
の
一
で

あ
る
（
世
界
半
導
体
会
議
（
Ｗ
Ｓ
Ｃ
）
の
統
計
）
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二
％
増
、
純
利
益
も
五
〇
％
増
と
大
き
く
伸
び
て

い
る
。
設
備
投
資
２
８
０
億
ド
ル
の
八
割
は
、
回

路
線
幅
三
ナ
ノ
（
ナ
ノ
は
十
億
分
の
一
）
メ
ー
ト

ル
や
五
ナ
ノ
の
最
先
端
半
導
体
に
振
り
向
け
る
方

針
で
あ
る
。

　
　

工
場
の
増
設
は
台
湾
の
み
な
ら
ず
。
米
国
ア
リ

ゾ
ナ
州
に
新
設
、
日
本
に
は
最
先
端
の
開
発
拠
点

を
設
け
る
と
の
観
測
も
出
て
い
る
。
日
本
経
済
新

聞
の
報
道
で
は
茨
城
県
つ
く
ば
市
に
開
発
を
中
心

と
す
る
新
会
社
を
設
立
、
投
資
金
額
は
二
百
億
円

で
あ
る
。

・
な
ぜ
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
は
世
界
的
な
企
業
に
な
っ
た
の
か

　

創
業
の
受
託
生
産
ポ
リ
シ
ー
の
徹
底
で
あ
る
。

①
最
先
端
技
術
の
積
極
採
用

　
　

半
導
体
の
受
託
生
産
に
徹
す
る
為
に
、
豊
富
な
資
金
で
最
先
端
の
製
造
装
置
（
超
微
細
工
程

の
自
動
化
シ
ス
テ
ム
）
を
積
極
的
に
採
用
し
天
文
学
的
な
半
導
体
を
安
定
し
て
生
産
で
き
る
。

②
ヒ
ト
を
大
事
に
す
る
経
営
方
針

　
　

社
員
に
対
す
る
動
機
付
け
も
す
ご
い
。
今
回
の
急
増
に
備
え
る
為
に
、
台
湾
に
勤
務
す
る
社

員
約
五
万
人
を
対
象
に
基
本
給
を
一
気
に
二
割
引
き
上
げ
（
今
年
の
一
月
か
ら
）、
ま
た
今
年

度
は
九
千
人
を
採
用
す
る
方
針
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。（
昨
年
は
八
千
人
採
用
済
み
）

③
生
産
機
材
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
を
大
事
に
す
る
経
営
方
針

　
　

最
先
端
の
シ
ス
テ
ム
を
入
れ
る
と
、
常
に
ク
レ
ー
ム
の
巣
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
迅
速
に
解
決

し
生
産
能
力
を
向
上
さ
せ
て
く
れ
る
機
材
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
を
大
事
に
し
て
い
る
。
七
百
社
を
超

え
る
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
の
中
か
ら
毎
年
数
社
を
選
び
表
彰
し
て
い
る
。
例
え
ば
「T

SM
C 

Excellent Perform
ance A

w
ard 2019

」
の
表
彰
で
は
十
四
社
が
選
ば
れ
、
日
本
勢
は
東
京

エ
レ
ク
ト
ロ
ン
、
信
越
化
学
、
荏
原
製
作
所
、
関
東
化
学
な
ど
で
、
特
に
Ｃ
Ｍ
Ｐ
（
ウ
ェ
ハ
表

面
平
坦
化
研
磨
装
置
）
や
ド
ラ
イ
真
空
ポ
ン
プ
を
納
入
し
て
い
る
荏
原
製
作
所
は
Ｃ
Ｍ
Ｐ
部
門

で
八
年
連
続
、
通
算
十
回
目
の
受
賞
を
し
て
い
る
。
日
本
勢
の
き
め
細
か
い
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
・

サ
ー
ビ
ス
体
制
が
世
界
の
半
導
体
生
産
を
支
え
て
い
る
と
も
い
え
よ
う
。

　

さ
い
ご
に

　

あ
ら
ゆ
る
産
業
に
水
が
必
要
だ
が
、
特
に
半
導
体
製
造
に
は
多
量
で
ク
リ
ー
ン
な
水
が
必
要
で

あ
る
。

　

台
湾
の
半
導
体
関
係
者
は
、
早
く
梅
雨
や
台
風
が
雨
を
運
ん
で
来
て
く
れ
る
こ
と
を
心
待
ち
に

し
て
い
る
だ
ろ
う
。
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